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コロナ禍での障がい者の生活と、ボランティアの葛藤と模索 

北区の障がい者関係ボランティア 井階 弥可 

     自己紹介・活動紹介 

  ◦ボラ歴は名古屋に転居後 25年目 

◦所属は「点訳ボランティア北コスモス会」と「こころに寄り添うボランティア〝かけはし〟」 

（他、町内会や PTA活動も私の土台） 

  ◦13年前から北区社協の地域福祉サポーターに 

   ★この頃からグループの活動にとどまらず、障がいの分野を軸に 

〝つなぐ活動〟と〝地域づくり〟に力を入れてきました！ 

    『メンタルネットきた』 『北区自立支援連絡協議会防災地域づくり部会』 

『ふくちゃんきたちゃんボランティア委員会』の活動など       （資料参照） 

   

     コロナ禍の障がいのある方々の生活への影響は?!―ボランティアの関わりは?! 
   （＊あくまで、私が活動で知り合った当事者やご家族を通じての情報です） 

  【視覚】◦障がい特性で、触ったり、接触を余儀なくされるガイドが必要 ← コロナ対策では× 

        →「要・急」な用件でもヘルパーさんに頼むのは互いに不安 

            頼んで断られるケース・不安で断るケース 

外出はステイホーム自粛で制約が加わるケースも 

            ◦ボラは余暇支援（不要・不急）がほとんど → ニーズほとんど無し！ 

  【聴覚】◦みんながマスクを着用 → 口の動きが読みとれない 

                    話しかけられているかどうかにも気付けない 

       でもかえってこのコロナ禍で透明マスク・フェイスシールドが広まった 

当事者の声がすばやく届き、知事などの会見の通訳には早期から導入 

      ◦今は手話通訳の依頼は資格のある手話通訳者の派遣で 

       ただのボラはそもそも生活支援にはほとんど入っていない！ 

  【肢体】◦家事援助や身体介助が必要な方も今は主にヘルパーさんが支援 

        →接触が余儀なくされるが、命にかかわるのでヘルパーさんに断られるようなことは 

なかったとのこと 

      ◦ボラの関わりは主に余暇（不要・不急）の場面 → ニーズほとんど無し！ 

  【知的】◦自粛生活を要請されていることの意味が理解できない方 

                      → スケジュールの変更にとまどい 

      ◦マスクが着けられない方 ← 批判や非難の目 

      ◦生活や移動の支援は職員さんやヘルパーさん 

       ボラの関わりは主に余暇（不要・不急）の場面 → ニーズほとんど無し！ 

  

 

資料３ 



 

 【精神】◦コロナについての不安や動揺は人それぞれのようだったが、 

ソーシャルディスタンス（人との距離をとること）や 

ステイホーム（引きこもりがちに生活すること）や 

度々手を洗う（一日に何度でも手を洗うこと）などが 

        誰にも求められる状況になっていることで気持ちが楽になったという方の話も。 

      ◦自殺報道に動揺する方が多い ← これからが心配 

      ◦家事援助などはヘルパーさん 

  ボラは当事者の健康な部分をより拡げていくように余暇や当事者活動などへの関わり 

→ そういう機会がなくなった！ 
 

 【障がい関係事業所・病院デイケア】 

       ◦北区では（私の知る限り）緊急事態宣言下でも活動は継続されていた（いつも通りの生活

ができるだけ維持された） 

       ◦でも、感染者を出さないよう、クラスターを発生させないよう、外部との接触をストップ

→ ボラは入れてもらえない！ 

     ボランティアの葛藤と模索 

   ◦福祉サービスがそれなりに整ってきている昨今、障がいのある方々の生活の支援は  

          自分でできることは自分で 

できないところは家族やヘルパーさんに        

          +αの部分、余暇の部分でボランティアが ← 不要・不急！ 

   ◦〝つなぐ活動〟〝地域づくりの活動”も、 

      理解し合えるようつながりの場や交流の機会をつくる 

      啓発の活動                                     が、主な活動の形 

     →「集まるな！」と言われるのはその活動の形を否定されること 

      「不要」とは決して思わないが、「急」か？と言われたら…「不急」ではあるだろう 

    「自分のやってきたことは別に無くても良いようなものだったのか…？」 

    「拠点なく、資格なく、活動の場もない…」 

    「このコロナ禍で困っている人たちは確実に出ているのにボランティアの私には何もできない 

のだろうか？」 

もどかしさ 無力感 葛藤 … 自問自答 … そして、模索 
 

  ☆「集まる」は難しくとも、こんな時だからこそ一層「つながり」が必要だ！ 

     →今できる形でやれることをやる‼ ゼロにはしない‼ 

 ☆ 人が豊かに生きるには、「不要不急」が大いに必要！ 

☆ 福祉サービスやヘルパーさんは確かに多くの障がいのある方々の生活を支えてはいるけれど… 

    ヘルパーさんは不足しているし、活動の内容にも時間にもいっぱい制限や制約がある 

       にもかかわらず「ヘルパーさんがいるから大丈夫よね」と囲りの人は無関心を強めていく現実 

→「生活支援のボランティア」という形ではなく、地域ご近所なかまのボランタリーな見守り

や支援を再構築する必要性はとても大きい！ 














